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第一三共の価値創造とは　 価値創造ストーリー コーポレートガバナンス データセクション

第一三共は、100年を超える歴史の中で培ってきたサイエンス＆テクノロジーの強みを活かし、革新的医薬品の継続的な創出に挑み続けています。2021年からの第5期中期経営計画においては、
「がんに強みをもつ先進的グローバル創薬企業」を2025年の達成目標として明確に位置づけ、成長を加速させてきました。その先には、「サステナブルな社会の発展に貢献する先進的グローバル
ヘルスケアカンパニー」という2030年ビジョンを見据え、世界中の人々の健康で豊かな生活により一層貢献することを目指しています。

100年を超える歴史の中で
患者さんへの貢献に挑み続ける

第一三共グループの歩み

中期経営計画

2007 2013 20162010

サステナブルな
社会の発展に貢献する
先進的グローバル
ヘルスケアカンパニー

2030 年ビジョン

統合シナジー創出と
成長基盤の拡充
●血栓 ･ がん ･ 糖尿病領域の重点化
●オルメサルタンフランチャイズの極大化
●ランバクシー社のグループ化

第1期

グローバルハイブリッド
ビジネスの推進
●血栓 ･ 循環代謝 ･ がん領域の重点化
●日本事業の基盤拡充
●フロントエンド･ バックエンドでの
  ランバクシー社との協業

第2期

パテントクリフを越えた
持続的成長の実現へ向けた
取り組み推進
●血栓 ･ 循環代謝 ･ がん領域の重点化
●ランバクシー社の分離決定・完全売却
●イノベーティブ医薬品事業への回帰

第3期

がんに強みを持つ
先進的グローバル創薬企業の
実現に向けた経営の転換
●パテントクリフの克服
●持続的成長基盤の確立

第4期

2025年度目標
「がんに強みを持つ
先進的グローバル創薬企業」を
実現し、2030年ビジョン達成に
向けた成長ステージに移行

2021

第5期


